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　　　　　　　　　　　九年度扁螺報告

　去る十月二十薄塩會の総會は既報のプログラムに依り華々しく開催され

た．一その概況は70頁に詳論氏の執筆を煩した・一心ふ人々は遠くは松山・

面戸，滋賀を始め市内の多くの一員に天文台員を湿へて総べて三十余名の顔

が揃ふ盛況・二二にはかの令名を轟かしたL草山氏の二二「や，北海道日食二

三が展掲されて見る者を驚かしてみる・山本先生も何時にもなV・晴れやかな

顔をして居られる・先づ司會者を改獲氏にお願ひし，三三を宣せらる・次V・

で筆者は本會事務現況，八年度會計内容を報告し池田氏之を説明して承認を

得る．次に役員改選に移る・座長は委員を任命し，選定されし結果會島副

會長及び會計監督は現役員重任と決定，山本手長は立ってL協會と花山天文台■の

相互關係につき精細説明あり，前記の二有機貨幣の協調を力説せらる．叉其

他の議事も終る・一この頃よb一同の意氣漸く上る．天理は晴朗！1此庭で

講演に移る・小山理學士のLミラの話「は意義多く傾総され，山本博士のL天文

教育に罪する私見「は参集者をして大V・に畳醒せしめ，教育の立揚より覗た天

文學の重要性を深く考察せしめた．一秋の陽は既に斜めに鷹揚を射してみ

る．一愈々呼物の山本先生提出になるし天文用語の討論「が始まる．人々の

意氣揚々！！池田氏の挑戦に始まり，質言警語忽ち舌戦となる．爆笑が起る・

論議は墨きぬ．孚ばにして晩餐に入る．愈々熱し愈々熟す．快談叉快談，和

氣野々．斯くて豫定の時も來れ．ば一帯閉會となし，夫々クック赤道儀で天禮

の観望に，子午線観測の見學に赴く．クック機には稻葉先生，柴田：先生が澹

當，懇切な指導をして一同を挽ばす．子午線観測は公文先生と筆者が受持ち，

上島先生は説明せらる．誰しも一般には見たことなければ珍しくもあって，

質疑交々．一次第に夜の更けるも知らすL天文日和7の！雫育一夜を樂しみつ

つ，有意義なりし河合を祝し合って解散する．

　附記1本會の総會開催に直り種々御世話になった方々に，薮に改めて深く

共の勢を感謝致します．　　　　　　　　　　　　　一（高城）一


